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Abstract 

 

The purpose of this study was to clarify differences in skeletal morphologies between male and 

female orthodontic patients with and without agenesis of all four third molars. A total of 64 patients 

(32 males and 32 females) with agenesis of all four third molars without agenesis of other teeth were 

selected as the third molars agenesis group (G1). In addition, 64 patients (32 males and 32 females) 

with all these teeth were selected as controls (G2). Lateral cephalograms taken between the ages of 

14 and 30 years were used to compare skeletal morphology between groups 1 and 2 and between sexes. 

Maxillary length (P<0.001), lower facial height (P<0.05), gonial angle (P<0.001) and mandibular plane 

angle (P<0.001) were significantly smaller in group 1 than in group 2. Irrespective of the presence 

or absence of all four third molars, males had significantly smaller lower facial height (P<0.01) 

and mandibular plane angle (P<0.001) and significantly greater total mandibular length (P<0.001), 

mandibular body length (P<0.001) and mandibular ramus height (P<0.001) than females. Japanese 

orthodontic patients with agenesis of all four third molars had significantly small maxillary length, 

lower facial height, gonial angle and mandibular plane angle. 

 

緒  言 

 

第三大臼歯は欠如頻度が最も高い歯である 1,2)。第三大臼歯の先天性欠如の発現頻度は，民族間で異なる

が 3-5)，有意な性差がないと報告されている 3,5,6)。日本人矯正歯科患者においては，第三大臼歯先天性欠如の

発現頻度が 22.2％7)から 32.3％6)と高い割合を示す。最近の研究では日本人矯正歯科患者の 4％ですべての第

三大臼歯が先天性に欠如していると報告されている 6)。 

第三大臼歯の先天性欠如と上顎側切歯および上下顎第二小臼歯の先天性欠如の間には，有意な関連がある

と報告されている 6,8-13)。さらに，第三大臼歯が先天性欠如している症例では，短小な上顎骨長径 14,15)，下顎

骨長 16,17)および下顔面高 16,18)，狭小な下顎角 19)と下顎下縁平面角 16,18,19)という骨格的特徴が明らかにされて

いる。骨格性Ⅲ級症例と比較し，骨格性Ⅱ級症例では第三大臼歯 7)やその他の永久歯 20,21)の先天性欠如の発

現頻度が有意に低いことが示されている。これは骨格型が永久歯の先天性欠如に影響を及ぼすことを示唆す

る。顎顔面形態と第三大臼歯先天性欠如の関連に関する研究では，先天性に欠如している第三大臼歯の歯数

やその部位 14,15,18,19)によって欠如群を分類している。Woodworthら 16)と Tavajohi-Kermaniら 17)は，第三大臼

歯のほかに永久歯の先天性欠如がある症例を欠如群としている。従来，第三大臼歯先天性欠如と顎顔面形態

の関連についての報告では，性差を検討していない 14-19)。これまでの研究では，すべての第三大臼歯が先天

性に欠如している症例の顎顔面形態の特徴を詳細に研究した報告はない。そこで，本研究の目的は，男女矯

正歯科患者において，すべての第三大臼歯の先天性欠如と顎顔面形態の関連性を検討することである。 

 



 3 

研究方法 

 

本研究は，日本歯科大学新潟病院研究倫理審査委員会において承認されている（承認番号：ECNG-R-306）。 

1．研究対象ならびに資料 

対象は，1994 年から 2005 年に日本歯科大学新潟病院矯正歯科を受診した矯正歯科患者 436 名（男性 163

名，女性 273 名）である。本研究の対象となるすべての患者からインフォームドコンセントを得ている。症

例の選択基準は，(1)年齢が 14〜30 歳である，（2）パノラマエックス線写真と側面頭部エックス線規格写真

を同日に撮影している，（3）第三大臼歯以外のすべての永久歯が萌出している，である。症例の除外基準は，

（1）第三大臼歯以外の歯の先天性欠如がある，（2）先天異常や症候群を有する，（3）永久歯を抜去した既往

がある，（4）当院を受診する前に矯正歯科治療を受けている，である。 

436名のうち，228名（男性 102名，女性 126名）は，1歯以上の第三大臼歯が先天性に欠如していた。残

りの 208名（男性 61名，女性 147名）は，すべての第三大臼歯が存在していた。第三大臼歯が 1歯以上欠如

している 228名の中から，すべての第三大臼歯が先天性に欠如している 74名（男性 36名，女性 38名）を抽

出した。それ以外の 154 名は本研究の対象と欠如様式が異なるため，本研究から除外した。すべての第三大

臼歯が先天性に欠如している 74名の中から，男性 32名（平均年齢：18歳 6か月±3歳 4か月）と女性 32名

（平均年齢：19歳 1か月±3歳 4か月）を無作為に抽出した（欠如群：G1）。対照群として，すべての第三大

臼歯が存在する 208名から，男性 32名（平均年齢：17歳 10か月±2歳 4か月）と女性 32名（平均年齢：17

歳 10 か月±2 歳 4 か月）を無作為に抽出した（非欠如群：G2）。無作為抽出を行うため，研究対象である患

者をコード化し，本研究に直接関与していない矯正歯科医が症例を選択した。 

G*Power version3 を用いて，効果量：中程度（0.25），有意水準：0.05，自由度：1，グループ数：4，ト

ータルサンプルサイズ：128で，二元配置分散分析の検定力を算出した 22)。その結果，検定力は 0.80であり，

各群のサンプルサイズは十分であった。 

2．方法 

a）歯の先天性欠如の診断 

歯の先天性欠如の診断には，Veraview epocs X550（株式会社モリタ，京都）を用いて撮影したパノラマ

エックス線写真を用いた。歯の先天性欠如の診断基準は，（1）歯冠の石灰化が認められない，（2）歯を抜去

した既往がない，である。歯の 3/4 以上が石灰化した場合には，先天性欠如でないと診断した。必要に応じ

て，抜去した既往の有無を確認するため，診療録を調査した。 

b）側面頭部エックス線規格写真分析 

CX-150SK（朝日レントゲン，京都）を用いて，標準規格で側面頭部エックス線規格写真を撮影した。本研

究に直接関与していない矯正歯科医によって，セファログラムをコード化した後に，トレースし，計測した。

顎顔面形態と第三大臼歯の先天性欠如の関連を調べるため，16計測点と 4計測平面を設定し，距離計測 4項

目と角度計測 8項目を計測した（Fig.1）。分析用ソフトウェア WinCeph（株式会社ライズ，宮城）を用いて，

角度計測は 0.1°，距離計測は 0.1mm単位で測定した。 

測定バイアスを避けるため， 1 人の評価者（YS）がコード化されたセファログラムを計測した。その後，
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すべての計測結果を欠如群と非欠如群および女性と男性に分類した。 

c）統計分析 

SPSS version 17.0 J（SPSS 株式会社，東京）を用いて，統計分析を行った。各群と各性で平均値と標準

偏差を算出した。先天性欠如と性の主効果を調べるため，二元配置分散分析を行った。P値が 0.05未満で統

計的に有意とした。 

d)計測誤差 

計測誤差を検証するため，コード化された 40症例を無作為に抽出し，1回目の計測から 3か月後，同一評

価者（YS）が 2回目の計測を行った。対応のある t検定（信頼区間 95％）より，系統誤差はなかった。Dahlberg

式 23)を用いて算出した偶然誤差は，1 回目と 2 回目の計測で，角度計測が 0.49°以内，距離計測が 0.44mm

以内であった。各計測項目の誤差分散が標本分散に占める割合は，角度計測が 2.46％以下，距離計測が 1.08％

以下であった。よって，統計的に計測誤差が結果に与える影響は極めて小さいといえる。 

 

結  果 

 

二元配置分散分析より，平均年齢には群間と性別間で有意差がなく，2変数間の交互作用がなかった。 

2 群のすべての計測項目の平均値と標準偏差を Table 1 に示す。すべての計測項目において第三大臼歯の

先天性欠如と性の２要因における交互作用は有意とはならなかった。 

群間で有意差を認めたのは，ANS-PNS length（上顎骨長，P＜0.001），ANS-Xi-Pm（下顔面高，P＜0.05），

MP-FH angle（下顎下縁平面角，P＜0.001），MP-RP angle（下顎角，P＜0.001）であった(Table 2,3)。 

性別間で有意差を認めたのは，ANS-PNS length（上顎骨長，P＜0.001），ANS-Xi-Pm（下顔面高，P＜0.01），

MP-FH angle（下顎下縁平面角，P＜0.001），Cd-Gn length（下顎骨長，P＜0.001），Go-Pog length（下顎

骨体長，P＜0.001），Cd-Go length（下顎枝長，P＜0.001）であった(Table 2,3)。 

SNA angle，SNB angle，RP-FH angle，ANB angle および Y-axis angle は，群間と性別間で有意差を認め

なかった（Table 3）。 

 

考  察 

 

1．研究対象 

本研究では，14 歳から 30 歳の間に撮影されたパノラマエックス線写真を用いて第三大臼歯先天性欠如の

有無を評価した。第三大臼歯の先天性欠如を診断できる年齢は 14歳以降であるという Garnと Lewis9)の報告

に基づき，本研究の下限年齢を 14歳とした。第三大臼歯は萌出が 14歳から 21歳で開始するという報告に基

づき 24)，上限年齢を 21歳としている報告がある 4,24,25)。一方，Rakhshan26)は永久歯抜去の除外基準がある限

り，上限年齢に制限がないと報告している。この報告から，本研究では 30歳を上限年齢とした。 

従来，骨の成熟と歯の石灰化は思春期の成長期において強い相関をもって進行するといわれ，相関の強さ

は歯種により異なる 27,28)。男女ともに第二大臼歯が最も相関が高く，第三大臼歯が最も低い 27,28)。本研究で
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用いた症例は，第二大臼歯までのすべての永久歯が萌出を完了しており，上下顎骨の成長発育は概ね完了し

ていると判断した。選択した症例の平均年齢は二元配置分散分析において群間と性別間で有意差がなかった

ことから，欠如群・非欠如群と男性・女性に分類した 4 群は第三大臼歯の先天性欠如と顎顔面形態の関連性

を評価するのに適した症例選択であったと考える。 

2．顎顔面形態と第三大臼歯先天性欠如の関連性 

本研究では，非欠如群と比較して，上顎骨長径，下顔面高，下顎角および下顎下縁平面角が欠如群で有意

に小さかった。これらの結果は，第三大臼歯の非欠如群と比較し，欠如群では上顎骨長が短小 14,15)，下顎角

18)，下顎下縁平面角 18,19)および下顔面高が狭小 18)であったという従来の報告に支持される。しかし，従来の

報告は欠如群の選択基準が本研究と異なる。Altanら 15）は，上顎両側，下顎両側および上下顎両側第三大臼

歯欠如症例の 3 群を欠如群とした。Sanchez ら 18)は，上顎両側と下顎両側第三大臼歯欠如症例の 2 群を欠如

群として用いた。Kajii ら 14)は，片側や両側性にかかわらず上顎と下顎第三大臼歯の欠如症例を，それぞれ

第三大臼歯が存在する群と比較した。さらに，Ramiro-Verdugoら 19)は，第三大臼歯が 1歯以上欠如している

症例を欠如群として抽出した。Woodworthら 16)と Tavajohi-Kermaniら 17)は，上顎第三大臼歯とその他の永久

歯が先天性欠如している症例において，本研究結果と同様に，上顎骨長が短小であったと報告した。 

上顎骨長の短小は，上顎結節への不十分な骨添加が原因であると考えられた。この考察は，歯の萌出に伴

う上顎結節への骨添加によって上顎骨長径が増加するという報告に基づく 29)。臼歯の先天性欠如では，顔面

縫合と歯槽部の垂直方向の成長に比べて，下顎頭の垂直方向の成長が優位になり，下顎骨を前上方回転させ

る 30)。欠如群では，歯槽部の高径が減少し下顎骨が前上方に回転したことにより，下顎角，下顎下縁平面角

および下顔面高が減少したと推察された。 

本研究において，下顎骨長，下顎骨体長および下顎枝長は欠如群と非欠如群間で有意差がなかった。これ

らの本研究結果は，下顎骨の成長が第三大臼歯の欠如群と非欠如群間で有意差がなかったという Ades ら 31)

と Kaplan32)の報告と一致し，すべての第三大臼歯の先天性欠如は下顎骨の大きさと関連がなかったと考えら

れる。しかし，Altan ら 15)は，すべての第三大臼歯が存在している症例に比べて，下顎骨長がすべての第三

大臼歯が欠如している症例で有意に短かったと報告している。 

3．遺伝的影響 

MSX1 の突然変異は歯の先天性欠如および顎顔面形態へ影響を及ぼし，MSX1 の欠乏は，長顔型の垂直的顎

態を中顔型あるいは短顔型へ転換させる 33,34)。さらに，PAX9の欠乏は，骨格形態の不調和および第三大臼歯

の先天性欠如をもたらす 34,35)。MSX1 と PAX9 に関するこれらの報告は，欠如群の骨格形態に不調和があった

という本研究結果と一致する。 

4．性差 

本研究結果では，第三大臼歯の有無にかかわらず，女性と比較して，男性は下顔面高と下顎下縁平面角が

有意に小さく，短顔型の傾向であることを示した。女性と比べて，男性は厚い咬筋と強い咬合力を有し 36,37)，

短顔型を示す 38,39)。本研究における下顔面高と下顎下縁平面角の性差は，咬筋により発揮される咬合力の男

女間の違いによると考える。一方，Wuら 40)と Gu ら 41)は，女性と比較して，男性は下顔面高と下顎下縁平面

角が大きかったと報告している。 



 6 

本研究において，第三大臼歯の有無にかかわらず，男性と比較して，女性は上顎骨長，下顎骨長，下顎骨

体長および下顎枝長が有意に短かった。これらの結果は，男性と比べて，女性は上顎骨の大きさが有意に小

さいという Sondangら 42)と Ringqvist ら 43)の報告，下顎骨の大きさが有意に短いという Guら 41)と Darazら

44)の報告と一致した。一般的に，骨格の大きさが女性と比較して男性で大きくなることは知られているが 45)，

女性の上顎骨長が短小であったという本研究結果は，男性の咬合力と比較して，女性のそれが弱いことによ

るとも考えられる。前述したように，女性に比べて，男性は厚い咬筋と強い咬合力を有する。顔面形態は咬

筋の筋力に依存し，男性は強い咬合力によって上顎臼歯歯槽部が発達した結果，上顎骨長が増加する 46)。す

なわち，男性と比較して女性の咬合力が弱いことが，上顎骨長を短小にした一因と考えられる。下顎骨長は，

下顎頭での軟骨性成長によって下顎骨が前下方へ移動することで増加する 47)。さらに，下顎枝前縁の骨吸収

と後縁への骨添加による下顎骨の成長が，下顎骨体長と下顎枝長を増加させる 46)。Franchi ら 48)は，男女と

もに下顎骨長径の増加は思春期性成長のスパートで顕著であったと報告した。Mellion ら 49)は，顔貌におけ

る骨格の成長変化は，女性は思春期直後ゆるやかになり終了するが，男性は思春期後期まで続くと述べた。

したがって，本研究で実証された下顎骨の大きさの性差は，男性と比べて女性の思春期性成長が短期間で終

了し，下顎骨の成長量が少ないことによると考えられる。 

5.骨格性下顎前突の原因 

骨格性下顎前突は，罹患率や家族性発症の報告 50,51)から遺伝的要因が考えられる。顎口腔系の発育は，筋

の機能力，口腔習癖，外傷などの環境的要因によっても大きな影響を受ける 52)。すなわち，骨格性下顎前突

は，遺伝的要因と環境的要因が多様に相互作用しながら発症する多因子疾患である。 

本研究結果より，すべての第三大臼歯が先天性に欠如している日本人矯正歯科患者の顎顔面形態は，非欠

如群と比較して，上顎骨長，下顔面高，下顎角および下顎下縁平面角が欠如群で有意に小さかった。下顎骨

の大きさは，欠如の有無による有意差はなかった。従来の歯の先天性欠如の発現頻度と骨格分類の関連性に

ついての報告では，第三大臼歯先天性欠如の発現頻度が骨格性Ⅱ級より骨格性Ⅲ級で有意に高いという報告

がある 53-55)。本研究結果で示された，欠如群において上顎骨長が短小になるという形態的特徴は，骨格性Ⅲ

級において先天性欠如の発現頻度が高いという従来の報告を支持する。 

副となる参考論文に示す，すべての第三大臼歯が先天性に欠如している骨格性下顎前突症例では，初診時

側面頭部エックス線規格写真より，Facial angle と SNB 角はそれぞれ+2SD と+1SD，Cd-Gn と Go-Pog は+3SD

および Cd-Goは+1SDを超えて大きく，A’-Ptm’と ANB角はそれぞれ-1SDと-3SDを超えて小さかった。すな

わち，本症例は家族歴より両親，兄弟，祖父母に骨格性下顎前突症はおらず，すべての第三大臼歯と上顎左

側第二小臼歯が先天性に欠如し，上顎骨の劣成長と下顎骨の過成長・近心位を伴う骨格性下顎前突である。

本症例では，すべての第三大臼歯先天性欠如が上顎骨長の短小を伴う骨格性下顎前突の要因の一つであると

考えられ，主となる参考論文の研究結果を支持する。 

 

結  論 

 

第三大臼歯が 4歯すべて先天性に欠如した男女矯正歯科患者では，上顎骨長，下顔面高，下顎角および下
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顎下縁平面角が 4歯すべての第三大臼歯を保有する患者と比べて有意に小さかった。 

女性と比較して，男性では第三大臼歯の有無にかかわらず，下顔面高および下顎下縁平面角が有意に小さ

く，上顎骨長，下顎骨長，下顎骨体長および下顎枝長が有意に大きかった。 

すべての第三大臼歯の先天性欠如による顎顔面の形態的特徴は，多因子疾患である骨格性下顎前突の成因

を検討する上での一助となる。 
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